
去
る
、
４
月
22
日
（
金
）

15
時
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

根
岸
５
階
会
議
室
に
て
第

33
回
労
供
労
組
協
総
会
が

開
催
さ
れ
、
10
組
合
、
23

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
真
島
勝
重
議
長

か
ら
「
労
供
労
組
協
の
使

命
は
労
供
で
働
く
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

基
盤
作
り
、
そ
の
た
め
に

法
律
の
制
定
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
労
働
組
合

の
実
が
認
め
ら
れ
て
い
る

労
働
者
供
給
事
業
を
も
っ

と
広
げ
て
い
か
な
い
と
労

働
者
の
権
利
を
守
る
の
が

難
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
っ

て
い
る
。
労
供
事
業
を
拡

大
し
、
運
動
を
前
進
さ
せ

て
最
終
的
に
は
労
働
者
供

給
事
業
法
の
制
定
に
結
び

付
け
て
い
き
た
い
。
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
山
南
人
事

務
局
長
か
ら
第
１
議
題
の

２
０
１
５
年
度
経
過
報
告

と
第
２
議
題
の
２
０
１
６

年
度
活
動
方
針
提
案
、
さ

ら
に
、
２
０
１
５
年
度
決

算
報
告
と
２
０
１
６
年
度

予
算
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
経
過
報

告
で
は
、
昨
年
９
月
30
日

に
施
行
さ
れ
た
改
正
労
働

者
派
遣
法
に
関
わ
る
点
に

つ
い
て
以
下
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

「
専
門
26
業
務
の
考
え
方

が
廃
止
さ
れ
、
全
て
の
業

務
に
原
則
３
年
と
い
う
期

間
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
期
間
制
限
は
、
労
供

組
合
で
行
う
供
給
・
派
遣

に
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
昨
年
来
、
供
給
労
働
者

を
派
遣
期
間
制
限
の
例
外

と
す
る
、
供
給
組
合
と
派

遣
事
業
体
を
一
体
化
と
見

な
す
、
ま
た
は
労
働
者
供

給
事
業
法
の
制
定
、
と
い
っ

た
３
つ
の
案
を
厚
生
労
働

省
に
提
案
し
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
今
年
２

月
18
日
に
厚
生
労
働
省
職

業
安
定
局
派
遣
・
有
期
労

働
対
策
部
需
給
調
整
事
業

課
と
懇
談
し
た
。
こ
の
懇

談
で
、
供
給
組
合
で
社
会

労
働
保
険
を
適
用
す
る
た

め
の
雇
用
関
係
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
こ
と
を
示
唆
し

た
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る

雇
用
仲
介
事
業
者
等
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
会
に

よ
る
議
論
の
後
、
職
安
法

の
改
正
に
向
か
う
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
一
環
で
労

供
組
合
で
社
会
・
労
働
保

険
の
適
用
が
可
能
に
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
」

ま
た
、
日
雇
い
雇
用
保

険
に
関
し
て
、
京
都
府
の

福
知
山
職
業
安
定
所
か
ら

昨
年
８
月
３
日
に
出
さ
れ

た
「
雇
用
保
険
印
紙
購
入

手
帳
の
返
還
に
つ
い
て
」

と
同
じ
く
８
月
20

日
の

「
日
雇
労
働
被
保
険
者
の

一
般
被
保
険
者
へ
の
切
替

え
等
に
つ
い
て
」
と
い
う

文
書
が
出
さ
れ
て
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
職
業
安
定
局
雇
用
保

険
課
へ
要
請
を
行
っ
た
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

方
針
で
は
、
従
来
の

「
労
働
者
派
遣
法
に
反
対

し
、
労
働
者
供
給
事
業
法

の
制
定
に
向
け
て
要
綱
案

を
検
討
」
、
「
労
供
労
働

者
の
均
等
待
遇
と
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
」
、

な
ど
の
他
に
、
新
た
に

「
労
供
組
合
の
事
業
主
性

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省

に
お
け
る
検
討
内
容
を
確

認
し
つ
つ
、
追
及
す
る
。
」

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
総
会
で
は
、

名
ば
か
り
労
供
組
合
の
排

除
を
目
的
に
「
労
働
者
供

給
事
業
関
連
労
働
組
合
協

議
会
運
営
規
定
」
の
改
定

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
の
内
容
は
、
規
定

に
「
こ
の
会
の
加
盟
資
格

は
、
労
働
組
合
法
に
則
り
、

労
働
者
の
た
め
の
民
主
的

な
労
働
者
供
給
事
業
運
営

を
行
う
労
働
組
合
と
す
る
。

幹
事
会
に
お
い
て
加
盟
資

格
を
有
さ
な
い
不
適
格
組

合
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は

除
籍
処
分
と
す
る
。
」
を

追
加
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。討

議
で
こ
の
内
容
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
、
「
『
労

働
組
合
法
に
則
り
』
と
あ

る
が
、
供
給
組
合
は
労
働

組
合
法
人
を
取
っ
て
い
る

わ
け
で
、
加
盟
資
格
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
要
件
、

判
断
基
準
を
作
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
手
続
き
に
つ
い
て
も

弁
明
の
機
会
を
設
け
る
な

ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
意
見
を
踏
ま
え
て

今
後
の
４
役
会
議
で
検
討

す
る
こ
と
に
し
、
今
総
会

で
の
改
定
は
見
送
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

労
供
組
合
の
事
業
主
性

に
つ
い
て
、
「
規
制
改
革

会
議
の
意
見
書
に
『
職
業

紹
介
事
業
と
他
の
雇
用
仲

介
事
業
と
の
規
制
の
整
理
・

統
一
化
』
と
あ
り
、
こ
れ

は
供
給
事
業
、
派
遣
事
業
、

そ
の
他
含
め
て
統
一
し
た

ル
ー
ル
に
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
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(1)

於
タ
ブ
レ
ッ
ト
根
岸
５
階
会
議
室
、
10
組
合
23
名
が
参
加

第
33
回
労
供
労
組
協
総
会
開
か
れ
る



う
中
で
事
業
主
性
を
認
め

る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い

う
こ
と
か
、
と
考
え
る
と

労
供
組
合
に
事
業
主
性
を

認
め
る
一
方
で
、
派
遣
会

社
等
の
事
業
者
に
も
労
供

事
業
を
や
っ
て
も
い
い
と

い
う
図
式
が
見
え
て
く
る
。

そ
う
な
る
と
、
労
供
組
合

に
事
業
主
性
を
認
め
る
こ

と
を
歓
迎
す
る
の
は
、
労

働
者
供
給
事
業
の
解
禁
と

い
う
こ
と
に
乗
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
」
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
労
働
組
合
と

し
て
の
実
質
を
持
た
な
い

労
働
組
合
の
労
供
事
業
が

増
え
て
き
て
い
る
の
が
現

実
で
あ
る
。
６
、
７
年
前

か
ら
言
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
が
、
労
供
労
組
協
加

盟
組
合
の
中
に
も
そ
の
よ

う
な
組
合
が
あ
り
、
組
合

費
を
集
め
る
の
は
会
社
、

22
日
就
労
は
当
た
り
前
、

有
給
休
暇
ま
で
あ
り
、
そ

れ
で
日
雇
い
雇
用
保
険
を

使
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
組
合
を
淘
汰
出
来
な
い

中
で
、
そ
の
組
合
が
事
業

主
性
と
い
っ
た
ら
ど
う
い

う
こ
と
が
起
こ
る
の
か
。
」

と
い
う
懸
念
す
る
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

意
見
を
踏
ま
え
て
、
名

ば
か
り
労
働
組
合
の
排
除

を
厚
生
労
働
省
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
今
後
４

役
会
議
で
検
討
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
、
２
月
18
日
に
引

続
き
、
５
月
10
日
に
厚
生

労
働
省
職
業
安
定
局
派
遣
・

有
期
労
働
対
策
部
需
給
調

整
事
業
課
と
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

【
経
緯
】

昨
年
９
月
30
日
に
改
正

派
遣
法
が
施
行
さ
れ
、
従

来
の
専
門
業
務
26
業
務
の

考
え
方
が
な
く
な
り
、
派

遣
に
お
い
て
は
派
遣
労
働

者
お
よ
び
派
遣
先
事
業
所

に
原
則
３
年
間
の
期
間
制

限
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

労
供
労
組
協
で
は
、
一

昨
年
よ
り
供
給
・
派
遣
に

お
け
る
派
遣
に
お
い
て
は
、

例
外
扱
い
と
し
３
年
間
の

期
間
制
限
の
対
象
外
と
す

る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
厚
生

労
働
省
と
の
懇
談
で
は
、

①
派
遣
期
間
の
例
外
、
②

供
給
組
合
と
派
遣
事
業
体

の
一
体
化
、
③
労
働
者
供

給
事
業
法
制
定
の
い
ず
れ

か
の
解
決
策
を
取
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
。

供
給
労
働
者
は
雇
用
労

働
者
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、
供
給
・
派
遣
と
い
う

仕
組
み
に
お
け
る
派
遣
事

業
体
で
供
給
労
働
者
を
雇

用
す
る
こ
と
に
よ
り
社
会
・

労
働
保
険
の
適
用
を
実
現

し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
派
遣
法
に

お
け
る
期
間
制
限
に
か
か

る
と
供
給
の
継
続
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
、
問
題

が
生
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
に
な
っ

て
か
ら
、
社
会
・
労
働
保

険
の
適
用
を
目
的
に
供
給

組
合
が
供
給
労
働
者
を
雇

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。

【
労
働
者
供
給
事
業
に
お

け
る
社
会
労
働
保
険
の
適

用
に
つ
い
て
】

５
月
10
日
に
、
厚
生
労

働
省
職
業
安
定
局
派
遣
・

有
期
労
働
対
策
部
需
給
調

整
事
業
課
と
、
労
働
者
供

給
の
対
象
と
な
る
労
働
者

に
つ
い
て
供
給
元
及
び
供

給
先
と
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ

労
働
契
約
を
締
結
し
た
上

で
労
働
者
供
給
事
業
を
行

う
（
こ
の
場
合
、
供
給
先

に
お
い
て
も
労
働
基
準
法

上
の
労
働
条
件
明
示
が
必

要
）
こ
と
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
今
後
１
年

程
度
か
け
て
問
題
が
な
い

か
な
ど
検
証
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

労
供
労
組
協
で
は
、
こ

の
件
に
つ
い
て
労
供
研
究

会
で
も
検
討
を
進
め
る
こ

と
に
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ユ
ニ
オ
ン
に
お
い
て
は
、

具
体
的
な
契
約
内
容
な
ど

も
含
め
て
検
討
を
進
め
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

【
派
遣
と
供
給
】

供
給
と
い
う
概
念
の
中

の
一
部
、
供
給
元
と
労
働

者
の
間
に
雇
用
関
係
が
あ

る
も
の
を
取
り
出
し
て
、

一
般
企
業
に
も
供
給
を
認

め
た
の
が
労
働
者
派
遣
法

で
す
。

す

な

わ

ち

、

現

在

の

法

律

で

は

、

労

働

者

と

の

間

に

雇

用

関

係

が

あ

る
場
合
は
派
遣
、
そ
れ
以

外
は
供
給
と
な
っ
て
お
り
、

派
遣
と
供
給
と
は
別
概
念

と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
雇
用
関

係
が
労
働
組
合
に
あ
る
場

合
、
供
給
先
に
も
雇
用
関

係
を
持
つ
必
要
が
出
て
き

ま
す
。
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２
０
１
６
年
度
役
員

議
長

真
島
勝
重

（
全
港
湾
）

副
議
長

太
田
武
二

（
労
供
労
連
）

同
右

青
谷
充
子

（
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長

横
山
南
人

（
電
算
労
）

事
務
局
次
長

諸
見

力

（
全
港
湾
）

同
右

横
山
千
春

（
介
護
・
家
政
職
ユ
ニ
オ
ン
）

同
右

吉
松
克
倫

（
サ
ー
ビ
ス
連
合
）

同
右

森
戸
佳
代
子

（
電
算
労
）

会
計
監
査

緒
方
承
武

（
映
演
共
闘
）

顧
問

伊
藤
彰
信

（
労
供
労
組
協
前
議
長
）

厚
生
労
働
省
、
需
給
調
整
事
業
課
と
懇
談

働
者
供
給
事
業
に
お
け
る

社
会
労
働
保
険
の
適
用
に
つ
い
て

【供給組合で社会労働保険の適用を行う場合の雇用関係】


